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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ 

※ 記載にあたっての留意事項 

原則、次のとおりとしてください。 

・用紙の大きさは、日本工業規格Ａ４縦長としてください。 

・両面印刷又は両面コピーとしてください。 

・書類については、通し番号（表紙から１／○とし、以降２／○とする通しページ、○には

総ページを記入）を中央下に表記してください。 

・記載欄が不足する場合は、別紙を追加してください。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

～足柄ふれあいの村の指定管理の応募に向けて～ 

足柄グリーンサービスは足柄ふれあいの村のある南足柄市で起業し 50 年もの間、地

域とともに成長してまいりました。弊社の企業理念は、「「社社会会課課題題のの解解決決をを事事業業のの柱柱にに

すすええ、、社社会会貢貢献献がが即即ちち、、事事業業のの核核ととななるるよよううなな企企業業活活動動をを展展開開すするる。。」」とあります。こ

の理念こそが、まさに現在の子ども達が直面する様々な教育課題を解決する一助にと

なる“県立足柄ふれあいの村”を管理運営することと一致するものと考えております。 

また、弊社のパートナーである関東学院の校訓は、「「人人ととななれれ  奉奉仕仕せせよよ」」とあり社

会貢献できる人材を育む教育理念として、弊社と志を同じくするものと考えておりま

す。 

県立足柄ふれあいの村のさらなる発展と県西地区の活性化に向けて地元企業として

最大限貢献できると考えております。 

 

①足柄ふれあいの村の設置目的の理解について                    

■県立足柄ふれあいの村の設置目的と役割 

県立足柄ふれあいの村は、南足柄市の西部で緑豊かな箱根外輪山、明神ケ岳の麓の里山に位置  

し、児童、生徒、青少年などが自然の中で様々な体験・交流活動を実施することができる施設です。

面積 7.26 ㌶を持ち、｢管理棟｣、｢集会場｣、｢宿泊コテージ｣22 棟、その他があり、宿泊者 400 名ま

でが利用可能で、年間を通じて利用できる自然体験活動施設です。 

足柄ふれあいの村の設置目的とその役割は、平成 2年 7月 13 日に公布された「神奈川県立ふれあい

の村条例」に記されています。 

その中に、「(設置)第 2条 児童、生徒、青少年等が自然の中での体験及び人との交流を通じて自立

心、協調性をはぐくむふれあい活動のための施設として、次の通り神奈川県立のふれあいの村を設

置する。」と設置目的が記されています。 

 

   

 

 

 

■県立足柄ふれあいの村の公共性、平等性の理解 

 

広く県民が公平・平等に
利用できること

より多くの県内の学校団体が
効率的に利用できること

足柄ふれあいの村
公共性・平等性の

考え方
＝

神奈川県立のふれあいの村
の利用等に関する要綱

公共性・平等性を両立させた
受付・承認の対応

＋

 

 

１）児童、生徒、青少年等が自然の中で様々な体験や、人との交流を行う拠点施設 

２）自然体験や地域の人々とのふれあい・交流を通じ自立心や協調性をはぐくむ施設 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

足柄ふれあいの村は、400 人の宿泊可能な施設で、神奈川県内の多くの学校が、野外活動に利用し

ていますが、学校団体でなくても、各種団体や、家族、グループの利用も可能であり、あらゆる県

民が公平・平等に利用できる施設であることが求められます。 

しかしながら学校は、年間行事の中で、足柄ふれあいの村の利用を組み入れる都合上、複雑な日程

調整とその受付決定の調整を行う必要があります。 

従って、「広く県民が公平・平等に利用できること」と「より多くの県内の学校団体が効率的に利

用できること」という命題を両立させることが施設利用の受付や承認の重要なポイントです。 

単純に、［公平・平等＝全てに均一］ではなく、足柄ふれあいの村の設置目的を尊重しつつ、広く

県民が公平・平等に利用できる年間を通じた受付・承認の方法について「神奈川県立のふれあいの

村の利用等に関する要綱」に基づき、検討、実施します。 

 

■神奈川県の教育方針と足柄ふれあいの村 

［神奈川県の教育方針について］ 

神奈川県教育委員会では、すべての県民とともに、明日のかながわを担う人づくりを進めるための

総合的な指針となる「かながわ教育ビジョン」を平成 19 年 8 月に策定し、これに基づき、「基本理

念」や「教育目標」を設定しています。 

  基本理念 

    未来を拓く・創る・生きる 人間力あふれる  かながわの人づくり 

 

この基本理念のもと、教育目標として掲げる「思いやる

力」「たくましく生きる力」「社会とかかわる力」を構成

する人間力は、「自己肯定感」を醸成することが根底に

あるという考え方です。 

           

           

 

この自己肯定感を醸成するための取り組みとして、神奈

川教育ビジョンでは、 

『心ふれあう しなやかな 人づくり』 

というキャッチフレーズのもとに、「ふれあい教育」の展開を提唱しています。 

 

 私たち足柄グリーンサービスは、「人づくり」に貢献する野外教育事業では、神奈川県教育ビジョン 

で人間力を身につけるために必要とされている「自己肯定感の醸成」を目標として活動しています。 

 18 年間、南足柄市のフィールドを中心に実施してきたこの経験・実績・ノウハウを、神奈川県の学

校が足柄ふれあいの村で行う、ふれあい教育に効果的に役立てるよう、アレンジし提供します。 

 

［思いやる力］

他者を尊重い、多様性
を認め合う、思いやる力
を育てる

［たくましく生きる力］

自立した一人の人間と
して、社会をたくましく生
き抜くことのできる力を
育てる

［社会とかかわる力］

社会とのかかわりの中
で、自己を成長させ、
社会に貢献する力を
育てる

自己肯定感

教育目標（目指すべき人間力像）
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

■グループ代表団体「足柄グリーンサービス」について 

足柄グリーンサービスは、昭和 40 年の創業以来、50 年間の長きにわたり、この南足柄市で地域企

業として事業を続け、地域に根差し、地域とともに成長してきました。 

 地域貢献、環境貢献、人づくりをモットーにし、建物管理、植栽管理から始まった業種を軸に、指

定管理事業、教育研修事業、温泉運営事業と、幅広い分野に事業を展開しています。 

 事業分野を広げる一方で、事業範囲は、南足柄市、県西地区にこだわり続け、地域の優良企業であ

り続けることを会社方針としています。 

■足柄グリーンサービスの事業内容■

建築物総合清掃
建築物設備保守管理
空気環境測定
建築物害虫駆除
民間企業緑地管理業務他
造園・土木・舗装
とび土工・建築工事

● ファシリティーサービス部

● 野外教育事業
体験教育企画実施
体験施設設計・施行
プロジェクト・アドベンチャー
キャンプ型プログラム
環境教育プログラム
各種テント・ティーピー販売
その他野外教育一般

● 指定管理事業 神奈川県、南足柄市の指定管理施設の維持運営

● 温泉事業部

神奈川県立２１世紀の森

足柄森林公園丸太の森広町パークゴルフ場 南足柄市運動公園

あしがらの温泉「おんりーゆー」の運営

 

［足柄ふれあいの村と足柄グリーンサービス］ 

・私たちの野外教育事業部が運営するＰＡＡ２１では、足柄ふれあいの村から徒歩 10 分の野外体験フ

ィールド（ＰＡＡ２１ロープスコース）で、年間約 80 校の生徒に、私たちのファシリテターの指導

により、自立心、協調性向上のプログラムを提供しています。 

・足柄ふれあいの村に宿泊する学校の内、10 校がＰＡＡ２１フィールドで体験しています。また足柄

ふれあいの村の敷地内や、プレイルームで、ＰＡＡ２１プログラムを実施しています。 

・ＰＡＡ２１ロープスコースの他、足柄ふれあいの村から 1km 以内に、私たちの会社が運営する温泉

施設「おんりーゆー」や、南足柄市から指定管理を受託している森林公園丸太の森などがあり、足

柄ふれあいの村は、足柄グリーンサービスにとっては、大変身近で親しみのある施設です。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

■グループ構成団体「関東学院大学」について 

学校法人関東学院は、キリスト教の精神に基づいて豊かな人間性を培い、質の高い教育で創造的知

力と健全な身体を育むことにより、他者を思いやる愛をもって 21 世紀共生社会に貢献し得る青少

年・社会人を育成することを学院の目的と使命に掲げた教育機関です。 

1884 年の開学以来、発展を続け、現在、神奈川県下に大学、中学・高等学校 2校、小学校 2校、こ

ども園 2園を有する総合学園として約 15,000 名の園児・児童・生徒・学生が在籍しています。 

学院の中核を成す関東学院大学には、神奈川県下の 3キャンパス（横浜 2キャンパス、小田原 1キ

ャンパス）に、10 学部 13 学科 11 コースが設置され、約 11,000 名の学生が学びます。 

創立 150 周年に向けた関東学院のグランドデザイン 

       

 

学校法人関東学院は、創立 150周年に向けたグランドデザインを策定し関東学院大学を中心として、

地域社会と連携・共生して人づくりの理念を実現していきます。 

大学は、10 学部を開設し、総合的な教育・研究を展開しています。 

○社会学部    ○国際文化学部   ○法学部   ○経済学部   ○理工学部 

○建築・環境学部 ○人間環境学部   ○教育学部  ○栄養学部   ○看護学部 

 

130 年以上の歴史の中で培って来た教育・研究・社会貢献活動の成果を 

■不登校対策事業を含めた青少年の人材育成 

■県西地域の活性化に活かし 

■21 世紀共生社会の実現に寄与したい 

との考えから長年にわたり、県西地域で事業を通じて社会貢献活動を実施してきた「足柄グリーン

サービス」との産学連携グループにて、足柄ふれあいの村の指定管理の申請をいたしました。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

②私たちが指定管理者の指定を申請した理由・その意気込み              

■地域の文化と地域のコミュニケーションを提供したい                

私たちは、50 年間にわたり、南足柄市を拠点に、地域に根差した事業に従事してきました。 

南足柄市中沼 305－1 に本社を構え、南足柄市広町に温泉施設を所有・運営し、森林公園丸太の森

の指定管理を受託しているという立地をふまえたときに、私たちの事業拠点ともいうべき南足柄市

広町の里山に位置する足柄ふれあいの村は、私たちにとって、とても身近に関わり、地域性をフル

活用して運営できる施設であると確信しています。 

ここに来る子どもたちに、この地域ならではの自然や伝統文化を紹介し、地域と真のコミュニケー

ションを図ることを期待するものです。 

 

足柄ふれあいの村～周辺地域資源～足柄グリーンサービスの位置図 
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←至名古屋
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丸太の森
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県立21世紀
の森

PAA21ﾛｰﾌﾟｽｺｰｽ

足柄グリーン
サービス本社

おんり～ゆ～
（温泉）

小田原駅

南足柄市
運動公園

アサヒビール
神奈川工場」

花咲く里山

道了尊最乗寺

南足柄市広町
パークゴルフ場

新松田駅

足柄ふれあいの村

足柄グリーンサービス
管理運営施設

南足柄市観光施設

施設の凡例
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

■産・官・学による指定管理施設の利用促進と地域活性化に貢献したい 

 私たち、「足柄グリーンサービス・関東学院 グループ」は、今回の足柄ふれあいの村指定管理業

務の応募に関して、「産・官・学」の連携を実践し、利用促進と地域活性化を図ります。 

県民のために、また、県行政の代行として任せられた県立施設の運営を、民間の事業者が担うことの

責任を重く受け止め、目的に合ったふれあい教育の実践や、施設利用をより高めるためのプログラム

開発、また、施設の運営を長きにわたり良い状況で継続できるようなサービス向上のあり方やマネジ

メント手法を実践します。 

そのためには、「産、官、学」の密な連携をもとに、それぞれが持つ資質を有効に活用し相乗効果に

よる質の高い足柄ふれあいの村の指定管理業務実施を目指します。 

 

産官学による足柄ふれあいの村の指定管理事業運営 

神奈川県、県教育委員会
□心ふれあうしなやかな人づくりの実践

□県西地域の活性化を図る
□県施設の利用促進を目指す

官

足柄グリーンサービス
□地域企業としての事業経験の発揮

□自然体験教育を「ふれあい」に活かす
□地域活性化や地域人づくりを促進する

産

関東学院大学
□教育・心理学学問的裏付けを提供

□教育・地域連携のスタッフ養成を実践
□社会・地域貢献活動を実践

学

足柄ふれあいの村
指定管理事業

○ふれあい教育

○不登校対策事業

○地域連携

○県西活性化

○ボランティア育成

○未病を治す、対応

○健康増進活動

○３０３３運動

ふれあい教育向上

不登校対策事業充実

地域活性化
宿泊・利用客増加

未病を治す
県民の健康増進

 

 

■50 年の地域貢献をもとに、安全・安心を提供したい                

大震災や火山活動による被害が大きな社会問題として懸念される中、これまで以上に地域の安全・

安心を担保するために英知を結集しなければならないと考えています。 

南足柄市では、震災対策の中で、「東海地震」「南関東地震」「神縄・国府津－松田断層帯の地震」「三

浦半島断層群の地震」「東京湾北部地震」「神奈川県西部地震」などが、いずれも南足柄市に大きな

影響を及ぼすマグニチュード 7クラス以上の大規模地震としてリストアップされています。 

私たちは、その中で最も震度が大きいと予想される（最大震度７）神奈川西部地震を想定した事業

継続計画（ＢＣＰ）を策定しました。 

地理的に私たちと共にある足柄ふれあいの村の震災時の事業継続に関しては、足柄グリーンサービ

スの本社、丸太の森、おんりーゆーなど、の協力・連携のもと、計画（ＢＣＰ）を立案します。 

私たちは、地域に根差した企業の責任として、足柄ふれあいの村の日常的な安全・安心はもとより、

心配される震災時において、安全・安心を確保し、利用者や従業員、スタッフを守ります。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

■培ってきたすべてのノウハウ・見識を発揮したい 

私たちがこの南足柄市で展開している事業は、「ファシリティー事業（建物メンテナンス、グリー

ン環境）」「野外教育事業（心の冒険）」「指定管理事業」「温泉事業（入浴、飲食）」と、教育宿泊施

設の管理に必要な業種に大きくかかわっており、足柄ふれあいの村の指定管理者として必要なすべ

てのノウハウと見識を持っていると確信しています。 

 その経験・実績・ノウハウを駆使して、足柄ふれあいの村の指定管理業務にあたります。 

 

足柄ふれあいの村の業務～足柄グリーンサービスの業務部署の関係図 

       

利用受付・窓口

食事提供

宿泊・入浴対応

施設・設備管理

施設内清掃管理

森林・植栽管理

場内森林・草刈

体験等企画・指導

温泉事業部
おんりーゆー

野外教育
事業部

ファシリティ
建物管理

ファシリティ
グリーン管理

足柄ふれあいの村
業務の種類

足柄グリーンサービス

の類似業務部署

 

足柄ふれあいの森の指定管理業務は、足柄ふれあいの村の運営管理体制を組織して行います。 

従って、足柄グリーンサービスや関東学院大学から、足柄ふれあいの村の業務に適したものの人選

をして配置する場合は、足柄ふれあいの村専任となります。 

しかしながら、日常的な技術的サポートや、非常時・緊急時の援助などは、このような業種により、

十分な対応をして応援します。 

足柄グリーンサービスの実績、経験、ノウハウ、また近距離にあることを活かした対応はもとより、

関東学院大学の教育や社会連携に関わる様々な人材のサポートを受けられるような体制を構成し

ます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

■足柄ふれあいの村を拠点とした地域活性化に貢献したい 

私たちは、地元関係企業として、南足柄市をはじめとした県西地域の活性化を目指しています。 

そのような折、県西活性化プロジェクト「未病を治す」取り組みが神奈川県から提唱され、南足柄

市の行政と共同で、その追い風に乗るべく、訪れる人々に健康増進を提供するような様々な取り組

みを行っています。 

私たちが所有・運営する温泉施設「おんりーゆー」では、特に積極的に、温浴・食・癒し・アクテ

ィビティで健康増進を図るプログラムを用意し入館者に提供しています。 

県西地域では唯一、「食の駅」「運動の駅」「森の駅」「湯の駅」「集いの駅」と、未病いやしの里の

駅の 5種類すべての駅として認められています。 

足柄ふれあいの村は、子どもたちの教育を目的として設立された施設ですが、多くの利用者が宿泊

できる施設として、「未病を治す」プロジェクトの重要な施設としての機能を有する可能性を持っ

た施設であると私たちは考えています。 

地域の活性化を目指す私たちとしては、地域と連携したこのような取り組みを足柄ふれあいの村の

指定管理者として運営することで実現したいと考えています。 

 

足柄ふれあいの村を中心とした地域活性化ネットワーク図 

 

 

足柄
ふれあいの村

森林公園
丸太の森

県立
21世紀の森

南足柄市
広町パークゴルフ場

南足柄市
運動公園

足柄グリーンサービス
野外教育事業（ＰＡ）

足柄グリーンサービス
温泉（おんりーゆー）

道了尊最乗寺 郷土資料館
周辺の町

開成町・山北町

広町、大雄町
自治会

南足柄市
教育委員会

観光協会、等

足柄古道

足柄グリーンサービス
指定管理

地域資源

地域組織・団体

足柄グリーンサービス

事業部署

ネットワークの凡例

南足柄市広町周辺の
自然環境のネットワーク

南足柄市広町周辺の
暮らしネットワーク
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

■「良いクラスづくり」を追求してきた経験を多くの子どもたちに伝えたい 

私たちは、野外教育事業部の設立以来 18 年間、足柄ふれあいの村から徒歩 10 分の、ＰＡＡ２１ロ

ープスコースで、子どもたちの自立心や協調性をはぐくむ事業を実施してきました（プロジェクト

アドベンチャー事業）。 

 特に、中学校、高校などの良いクラスづくりに貢献し、現在では年間約 80 校（内 50 校が神奈川県

内の中学校）、約 15,000 人の子どもたちを受け入れています。 

自立心や協調性をはぐくむことで、他者を尊重することの大切さを感じるようになり、良いクラス

をつくることができます。良いクラスづくりはいじめや不登校、中途退学を防止するため最重要事

項と考えます。 

多くの児童、生徒、青少年が利用するこの足柄ふれあいの村で、私たちが育んできた、このような

知見やプログラム手法などを持って、良いクラスづくりのやり方を出来るだけ多くの子どもたちに

伝え、提供する機会を持てることが私たちにとって大きな望みです。 

 

○プロジェクトアドベンチャーの考え方について 

プロジェクトアドベンチャーの考え方は、「自己肯定感」   

をはぐくむ、「自己や他者と関わる力」をはぐくむために  

必要な３つの考え方から成り立っています。 

◇トライとエラーの学習サイクル 

 ◇フルバリューコントラクト（ＦＶＣ） 

◇チャレンジバイチョイス（ＣＢＣ） 

    

ＰＡＡ２１・体験学習の考え方

フルバリューコントラクト（ＦＶＣ）

チャレンジバイチョイス（ＣＢＣ）

トライとエラーの体験学習サイクル

お互いを最大限に尊重し合い、身体的にも感情的
にも自己と他者の安全に配慮するということ。
他者を尊重することは、協調性をはぐくむもとになり
ます。

グループで目標達成に挑戦しますが、参加の仕方
は参加者自身が決定することを保障する約束です。
自己判断を優先する学びが、自主性をはぐくみます。

私たちのファシリテータの指導のもと学習のサイク
ルを繰り返し体験し、その都度一般化に定着してい
きます。
体験で終わらずに、日常の学校生活に活かします。

足柄ふれあいの村の目指すもの

児童、生徒、青少年等が自然の中で様々
な体験や、人との交流を行う拠点施設

自然体験や地域の人々とのふれあい・交
流を通じ自立心や協調性をはぐくむ施設

人との交流拠点

自然の中での体験

自立心をはぐくむ

協調性をはぐくむ
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

③ 施設の現状認識と今後のあり方                         

■施設の現状認識 

○平成 2年に、足柄ふれあいの村が、設立されて以来、神奈川県内をはじめとした多くの児童、生徒、

青少年に利用されてきました。 

○冬季（12 月、1 月、2 月）を除き、毎月多くの宿泊客を受け入れていますが、冬季の利用者数は少

なく、年間を通じた利用、新しい用途・目的・年代層の利用も求められます。 

○その 25 年間で、施設は年々老朽化し、設備の更新や修繕に要する費用は増加傾向にあります。 

○周辺の植栽や森林は成長するため、維持管理に多くの労力や費用を要するようになっています。 

○野外活動施設として、宿泊、食事の機能は充実していますが、敷地内での野外体験プログラムはス

ペース的に限られるので、周辺地域を活用したプログラムの多様化が求められます。 

○「児童、生徒、青少年等が自立心、協調性をはぐくむふれあい活動のための施設」という目的を、

利用する学校が実現することができるようなプログラム提供を促進することが求められます。 

 

■今後のあり方 

より広く、より高く、より長く 

より高く 

○いじめ、不登校、中途退学など、小学校から大学まで、神奈川県内の学校が抱えている諸問題に対

応できるよう、足柄ふれあいの村の特質を活かした野外体験プログラムを開発します。 

○施設内森林整備を計画的に行い、森林のプログラム活用、森の癒し効果などの施設内利用、また、

周辺自然環境や地域資源を活用した連携プログラムを開発し、質の高いプログラムを提供します。 

 

より広く                                         

○年間を通じて、より多くの利用客を受け入れることができるように、児童・生徒・青少年の利用を

促進することの他、幅広い年代層の様々な用途に対応できるような受入れ体制を計画します。 

○「未病を治す」プロジェクトなど、県西地区活性化を担う県立の施設として、「未病いやしの駅」と

のネットワーク・連携を展開し、県民の健康増進の拠点施設として利用促進を図ります。 

より長く                                        

○有意義な教育的事業が継続できるよう、効果的な修繕計画と、修繕費をねん出するため、利用者の 

増大を図ると共に長期的な利活用計画を策定します。 

○利用料金の増大を図ることが、事業としての採算性や活性化に大きく影響します。県民に貢献する 

施設として長期にわたり継続するために、年間を通じた多くの利用者確保に努めます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

④管理運営方針について                              

 私たちは、地域に根差す企業であること、子どもたちの自立心や協調性を醸成することを目的とし

た野外教育事業を実践していること、また、県や市と協調しながら取り組んでいる県西活性化プロ

ジェクト「未病を治す」活動を追い風としていること、などの優位性が活かした運営をします。 

これまで以上にその県立施設としての存在価値を高め、県西活性化を促進する拠点として継続でき

るような新足柄ふれあいの村管理運営方針を策定します。 

足柄ふれあいの村の運営計画・5 つのポイント 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

ア．安全・安心な継続施設 

児童・生徒、青少年など、利用者の安全を確保し、安心して利用できることを最優先します。 

日常的な利用状況におけるきめ細かな安全対策はもちろんのこと、大震災が東海・関東地域で予想

される中、大災害時に利用者の身の安全を確保するため、会社として取り組んでいる事業継続計画

（ＢＣＰ）を活用し、足柄ふれあいの村を対象としたＢＣＰを策定し災害時事業継続を目指します。 

私たち足柄グリーンサービスは足柄ふれあいの村から３km、クルマで 10 分という近距離に本社を

構えているため、あらゆる災害に対しても、足柄ふれあいの村スタッフの支援を通じ、会社の総力

を挙げて利用者の安全や安心利用に迅速に対処します。 

私たちの非常時の対応事例 

2014 年 2 月には、南足柄市でも大雪が降り、私たちが管理運営

する南足柄市内の指定管理施設はアクセスさえ不可能になりま

した。 

中でも、標高が高い県立 21 世紀の森（標高 230ｍ～650ｍ）で

は、アクセス道や駐車場に 20cm 以上の積雪がありましたが、当

社のファシリティ事業部の所有するペイローダーで除雪を行

い、その日のうちに管理事務所へ、クルマでのアクセスが可能

になりました。                     県立 21 世紀の森でのペイローダーによる除雪 

 

 

イ．利用者満足プログラム 

デイキャンプや宿泊予約の方法から、野外体験プログラムの提供、宿泊、交通アクセスなど、すべ

ての行程に関して、利用者の満足を向上させる取り組みをします。 

特に、利用者層や利用目的などが多様化する中、足柄ふれあいの村敷地内で実施する体験プログラ

ムは、400 名の子どもたち全員が実施するにはそのスペースなどから限度があります。 

そのため、足柄ふれあいの村の敷地から外へ出て、県西地域が有する良好な自然環境や、伝統文化

資源を活用した、心豊かな体験プログラムの提供が求められます。 

 

春の遠足の定番である「デイキャンプ」や「宿泊体験プログラム」によりバリエーションを持たせ

て、楽しく、効果的な（良いクラスづくりなどの目的にかなうような）プログラムを立案し、学校

団体に提供します。 

そのためには、足柄ふれあいの村内にとどまらずに、地域周辺に存在する様々な自然体験活動資源

を視野に入れ、周辺地域の自治会や市民とのふれあいを含めた地域連携プログラムを策定します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

周辺の地域資源を活用したプログラム 

足柄ふれあいの村が、当地（南足柄市広町）に設立され、子どもたちはじめ多くの人々に利用され

継続されていることは、南足柄市広町ならではの素晴らしい環境・資源があるからにほかなりませ

ん。この地域に根を張り、この地域の環境や文化を熟知した私たちは、足柄ふれあいの村の利用者

に、満足していただけるような体験プログラムを盛りだくさんに用意します。 

 

 

 

 

 

 また、私たちの野外教育事業部が運営する体験学習ＰＡＡ２１を活用し、足柄ふれあいの村の設置

目的でもある、子どもたちに「自立心、協調性を育む」ことをより効果的に行うことができるよう

なプログラムを提供し、学校利用に対する選択肢をより広くすることに貢献します。 

現在、私たちの野外教育事業部が運営するＰＡＡ２１は、足柄ふれあいの村から徒歩 10 分の里山

にＰＡＡ２１ロープスコースという体験フィールドを有し、年間約 80 校の小中学校の「自立心、

協調性をはぐくむ」体験学習を実施しています。 

 

 

足柄ふれあいの村でのＰＡＡ２１プログラムの実施例 

そのうち約 10 校近くは、足柄ふれあいの村に宿泊しています。 

足柄ふれあいの村においても、林間やプレイルームでＰＡＡ２１プログラムを実施することができ

るため、利用者の様々なスケジュールにも対応できるＰＡＡ２１プログラムも用意します。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

ウ．多用途対応プログラム（健康増進など） 

南足柄市を含む県西地域では、食や自然、温泉などの魅力を活かし、住む人や訪れる人の健康長寿

を目指すと共に、地域の魅力を高めて新たな活力を生み出すという、県西活性化プロジェクトが「未

病を治す」をキーワードに実施されています。 

足柄ふれあいの村は、南足柄市のほぼ中央に位置し、未病いやしの里の駅（森の駅）として指定さ

れています。周辺には、足柄森林公園丸太の森、足柄グリーンサービスが運営するあしがらの温泉

「おんりーゆー」をはじめ、多くの未病いやしの里の駅があり、訪れる人の健康増進を図る地域と

して位置付けられます。その中でも、多くの宿泊者を受け入れることのできる足柄ふれあいの村は、

未病いやしの里の重要拠点として位置付けられます。 

本来の子どもたちを中心とした教育的な施設機能を増進することはもちろんのこと、他にはない施

設として、この未病いやしの里の駅の中心的な存在としてそのような新たな機能を持つことも求め

られており、そのことが可能であると私たちは考えます。 

具体的には、児童、生徒、青少年の宿泊・野外活動の機能を損ねることなく、あらゆる年代層の人々

の健康増進のための保養できる施設としてその機能を発揮させることを目指します。 

施設の通年の稼働率を上げ、施設の運営採算性を向上させることの他に、「未病を治す」活性化プ

ロジェクトを促進させ、施設の価値を高めることや、安定した継続に資することになります。 

 

県西活性化プロジェクト「未病を治す」 

「未病を治す」プロジェクトは、県西地域の豊かな自然環境や、地域資源を活用して、「病気とは

いえないが、健康とも断言できない」という人を、出来るだけ健康な状態にするという考え方です。 

いい環境の中で、健康的なライフスタイル「温泉での温浴効果」「漢方に通じる健康食」「柔軟で良

好な身体を保つアクティビティ」などを組み合わせた総合的な健康志向活動です。 

私たちが運営する足柄の湯「おんりーゆー」では、健康チェック機能や、健康食、アクティビティ

など「未病を治す」施設として、県や市から推奨されています。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

エ．地域連携で県西活性化 

子どもたちが自然の中で体験し、交流することで自立心や協調性をはぐくむというふれあいの村の

目的において、足柄ふれあいの村は愛川や三浦など、他のふれあいの村と異なる特性を持っていま

す。 

a） 施設が里山地帯にあり、後方に豊かな森林地帯がある。 

b）近隣に様々な体験・観光施設が存在している。 

c） 施設外の体験学習・交流学習として農業・林業関連ができる。 

d） 足柄は歴史上(古代)、重要な交通の要であった。 

e） 足柄だけが不登校対策事業を実施してきた 

 このような地域の特性を活かし、その活動を計画することが効果的なプログラムとなり、地域の活

性化との相乗効果で、全体的な事業活性化を目指すことができます。 

a） 「里山や森林の環境」に関して 

足柄グリーンサービスは南足柄市に本社があり、里山保全森林関連事業はその主業務の一つです。 

従業員にも多くの農業・林業従事者がおり、中には足柄ふれあいの村の山側後方に 35 ㌶の森林を

保有するものや、森林インストラクター会の有資格者も在籍しています。このように私たち足柄グ

リーンサービスは、（足柄ふれあいの村の背後に広がり、足柄ふれあいの村宿泊者のプログラムフ

ィールドとして活用できる）南足柄市の森林地帯との大きな関係を持つ企業です。 

b） 「近隣の体験・観光施設」に関して 

足柄ふれあいの村の隣に位置する｢南足柄市営足柄森林公園丸太の森｣は、現在、足柄グリーンサー

ビスが指定管理者として運営しています。また、私たち足柄グリーンサービスは、旧県立あしがら

青年の家の跡地に、7 年前｢足柄の温泉おんりーゆー｣を建設し、南足柄市の念願であった市で初め

ての温泉施設を創業しました。 

足柄ふれあいの村から 500m と近接したＰＡＡ２１野外活動施設など、足柄ふれあいの村周辺には

私たちの運営している施設が多くあります。また、市内の関連施設では「南足柄市パークゴルフ場」

「南足柄市運動公園」｢県立 21 世紀の森｣を指定管理者として運営しています。 

このように、近隣には私たちの運営する施設が数多く存在し、それぞれの施設は、その周辺地域の

方々と連携しているため、これらの施設、またそれらを取り巻く地域住民などとの関係性を大切に

しながら、有機的な連携を図ることにより、足柄ふれあいの村での多機能な運営ができます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

c） 「近隣での農業・林業体験」に関して 

上記 a)にも記載しましたが、足柄ふれあいの村の近隣地で現在も実施している農業収穫体験農地の

地主さんとも既に交渉済みであり、その承諾と拡大をお願いしています。また、林業体験も重要な

活動と考え組み入れていきます。 

   

d） 「古道の活用」に関して 

南足柄市を通過する足柄道は奈良・平安時代に畿内と関東を結んだ官道で、人馬が往来する重要な

道路でした。現在は県境の足柄峠を挟んで、静岡県小山町と神奈川県南足柄市が峠越えコースを足

柄古道として整備しています。 

丸太の森の敷地にある南足柄市郷土資料館や南足柄市観光協会との協力 

で、この古道を地域資源として発信し、足柄ふれあいの村拠点の観光資源 

や、体験プログラムとして活用します。 

 

 

 

 

 

 

 

e）「不登校事業の実施施設」に関して 

足柄ふれあいの村では、ＰＡＡ２１の考え方を参考に、不登校対策自然体験活動事業を実施します。 

不登校対策事業を実施するにあたっては、このような考え方を含め、様々な専門家・関係者との連

携によりプログラムを策定します。同時に、地域指導者のスタッフとしての事業参加を促進するこ

とで、ふれあい教育の目的に合った活動（地域とのふれあい）を推進します。 

 

このように、足柄ふれあいの村の運営管理においては、様々な場面で周辺施設や地域との連携が必

要となると考え、私たちは、地域と密着しながら、施設の役割を活かした取り組みに努めます。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

オ．全ての人に公平・平等 

■学校利用と一般利用の公平・平等 

県立の足柄ふれあいの村は公の施設としてその設置目的を達成させるためには、利用しようとされ

る方々にとって機会均等が図られ平等性が確保されなければならないことが前提です。 

｢神奈川県立のふれあいの村条例｣｢神奈川県立のふれあいの村維持管理及び運営に関する業務の基

準｣を遵守するとともに他の関係法令を遵守し、誰でもが快適に楽しく平等に利用できるよう、基

本的人権を害さない施設運営を行います。 

 

足柄ふれあいの村は、400 人の宿泊可能な施設で、神奈川県内の多くの学校が、野外活動に利用し

ていますが、学校団体でなくても、各種団体や、家族、グループの利用も可能であり、あらゆる県

民が公平・平等に利用できる施設であることが求められます。 

そのため、「広く県民が公平・平等に利用できること」と「より多くの県内の学校団体が効率的に

利用できること」という命題を両立させることが施設利用の受付及び承認の重要なポイントです。 

 公共性のある施設で、目的を持った施設であることから、「神奈川県内公立学校」「ふれあい教育」 

 の利用を優先して受付・承認することは、公平・平等の考え方に反するものではありません。 

 しかしながら、県立の施設であることから、多くの県民に公平・平等に利用してもらうことができ

るように受付・承認することも次に重要なことと考えます。 

      

足柄ふれあいの村の公平・平等な利用

学校利用の公平・平等

県民利用の公平・平等

学校利用
県内学校、ふれあい教育

県民利用

 
  

○「神奈川県立のふれあいの村の利用等に関する要綱」に基づき受付・承認の仕方を定めます。 

○県内の学校団体の利用に対し前年度のできるだけ早い時期に申し込み～調整～決定を行い、その後、

一般利用の申し込みを受けます。 

○県内の学校団体は、一般利用者が多い土曜日の宿泊を除く日程での申し込みとします。 

○学校利用が決定した後に、一般利用の申し込みを受け付けることになりますが、土曜日の宿泊枠は、

確保されていることになります。 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

■全ての人に村内の立ち入りをわかりやすくします                     

基本的には来場者は事務所に立ち寄り、施設の説明を受けることとします。村内は傾斜地で比較的

広い面積の敷地を有しているため、注意ならびに案内看板、サイン等の充実を図ります。 

受付には英語で応対できる職員を配するとともに、村内のサインなどには外国語(英・中・韓)の表

記も導入します。 

    

 

■一般利用では公共性・平等性を考慮した申し込み・受け付けを行います。           

施設の利用希望の方々への丁寧で優しい応対を基本とします。また利用者が利用内容を明確に分か

るようなパンフレット・利用案内・申し込み方法などを見直します。点字での書式も用意いたしま

す。特に最近の傾向として利用の多い、ホームページ閲覧者に対して、その内容の充実、タイムリ

ーな定期更新、ニュースの拡充を図っていきます。 

施設の目的に沿って行う募集型の事業に関しては、等しく県民の方が参加できる参加決定方式と安

価な参加費を県と調整を図り設定します。また、一般者を含めた利用申し込み(県内の学校含)には

申込みルールをマニュアル化し、公共性・平等性を基礎とし不公平感の無い運営をします。 

 

■ユニバーサル対応を促進します                             

 県民に公平かつ平等な利用をしてもらう一環として、足柄ふれあいの村の施設においては、高齢者

や障害者も安心かつ安全に利用し、楽しんでいただけるように、段階的にバリアフリー化を図りま

す。特に傾斜地の多い村内では、管理職員、スタッフの指導・育成を行い、人的支援体制を強化し

ていきます。また、点字サインの充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

ユニバーサル対応トイレ 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（1） 指定管理業務全般を通じた総合的な運営方針、考え方について 

■利用者の平等性を確保するための利用指導を行います                   

できるだけ多くの方々に施設を平等に利用してもらうため、当日および予約状況を開示(個人情報

に抵触しない範囲)し、利便性の良い予約受付を行います。 

また、場内管理に関しては、毎日、足柄ふれあいの村内をくまなく巡回し、場所の占有、利用のマ

ナーなどをチェックし、問題があれば村の使用ルールを丁寧に説明し、利用者すべてに公共の場で

の平等性を理解してもらうことに努めます。 

 

■環境に優しい管理運営を行ないます                           

足柄ふれあいの村の設置目的が次代を担う青少年の健全育成であり、そのための体験学習・交流学

習の場であるため、私たちの施設管理運営そのものが環境に優しいものでなければならないと考え

ています。 

足柄グリーンサービスは、2006 年 12 月にＩＳＯ１４００１承認を取得し、それ以来、会社全般で

の環境配慮を考慮した経営をしています。 

このような取り組みをベースとし、足柄ふれあいの村環境方針を策定して環境に

優しい環境負荷の少ない管理運営をします。 

また、備品の購入などにあたっては、「神奈川県グリーン購入基本方針」に基づ

き、施設管理運営に必要な備品、資材、また、サービス等は環境に配慮されたも

のを購入します。 

 

神奈川県グリーン購入基本方針の概要 

県の事業者・消費者としての経済活動は大きく、環境に与える影響も大きいことから、県が物

品やサービスを購入する際には、次の 3つを考慮するとともに、物品やサービスの調達は、原

則に基づき対応する。 

１ 環境に配慮した物品やサービスを購入する（グリーン調達） 

２ 購入に伴う活動の環境影響に配慮する （グリーン配送等） 

３ 環境に配慮している企業から物品やサービスを購入する（グリーン入札） 

 

 

 

 

 

 

 

省エネ性マーク→ 
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（2）業務の一部を委託する場合の業務内容の状況について  

①委託業務の内容について                             

前項で記したように、足柄ふれあいの村の指定管理業務の業務内容は、その多くが、私たち足柄グ

リーンサービス及び関東学院の業務内容がカバーできるものです。 

そのため、特殊な専門性を必要としる業務以外、また、専門業者に委託することが明らかに効果的

であるような業務を除いては、私たちの会社の直営で業務を遂行します。 

しかしながら、神奈川県の公共施設であることから、公共性を考慮する必要があると考えます。 

神奈川県、県西地域の意欲あり優秀な中小企業に委託することも積極的に考慮します。 

従って、より専門性の高い業務、私たちでは担えない業務、私たち以上に合理性がありサービスの

向上が図れる、そして地域の活性化につながる業務を基準として、業務の一部を委託します。 

 

 

内容 回数 内容 回数 

食堂、売店の運営 毎日 オイルタンク(法定点検) 年 1 回 

リネン等の貸し出し 毎日 オイルタンク(清掃) 年 1 回 

消防設備(法定点検) 年 2 回 給湯用ボイラー機器保守

点検・清掃 

年 1回 

エレベータ保守業務 年 12 回 浴槽配水管清掃及び配水

管高圧洗浄業務 

隔年に１回程度

自家用電気工作物保安管理業務 年 12 回 浴室水質検査 年 2回 

受水槽等(法定清掃) 年 1 回 自動扉(保守点検) 年 4 回 

水道設備(法定検査) 年 1 回 雑排水管・汚水管特別清掃

業務 

年 1回程度 

汚水処理施設維持管理業務 月 6回×12

ヶ月=72 回

空調(清掃) 年 1 回 

浄化槽(放流水検査) 年 4 回 衛生害虫駆除業務 年 1回 

浄化槽(法定検査) 年 1 回 小便器殺菌脱臭装置保守

点検及び自動洗浄装置点

検業務委託 

年 1回 

浄化槽(汚泥処理業務) 年 1 回   
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団体名 足柄グリーンサービス・関東学院 グループ

Ⅰ サービスの向上について 

１ 指定管理業務の実施にあたっての考え方、運営方針等 

（2）業務の一部を委託する場合の業務内容の状況について  

②委託先の選定方法について                           

■全体的な考え方 

現委託者を含めた複数の業者を募集(基本は神奈川県内業者を公募)し、仕様を説明後、各業者の業

務実行手段、改善提案等の聞き取りを実施し、入札方式で最低価格等を委託業者と決定します。 

また、私たち足柄グリーンサービスが取得している、環境マネジメント国際規格ＩＳＯ１４００１

や、大震災時に事業を安全に継続できるような事業継続計画（ＢＣＰ）など、環境や安全など、利

用者利益・利用者サービスにつながることの意識が高く、実践している企業を選定します。 

■食堂、売店 

私たちは、宿泊を伴う体験型施設の中で「食の体験」は重要な要素であると考えています。また、

神奈川県が、推進する「県西活性化プロジェクト、未病を治す」では、運動・休養などに加え、「食

のあり方を見直す」ことが健康増進に大変重要であるとしています。 

私たちは、未病を治すプロジェクトを推進し、地産地消、食のマナー、栄養、食文化等食育に関す

る事にも取り組んでいきます。このような意識を持った食堂運営業者をパートナーとして、現委託

者を含めた複数の業者を神奈川県内より選定します。 

■地元企業の優先について 

日常的な様々な対応、スピードを要求される対応の他、非常災害時、大災害時にも組織を上げてサ

ポートし事業継続することに優位性のある地元企業を優先して選定します。 

地元企業を優先することで、地域ネットワークの形成や、地域産業の活性化を促進することに貢献

します。 

 

③県内中小企業の受注機会の確保・拡大に関する取り組み               

■ 県内中小企業に対する機会の確保 

私たち足柄グリーンサービスは、50 年の長きにわたり南足柄市の中小企業として地域とともに歩

んできました。県西地域、神奈川県、そしてわが国の経済・産業を支える中小企業の一員として私

たちはこれからも県西地域を中心に事業展開していきます。 

同時に、地域の中小企業と連携して県西地域の活性化を促進したいと考えています。 

足柄ふれあいの村の指定管理業務は、県西地域の経済・産業の活性化の役割をも担う事業であると

の認識のもと、委託企業の選定において県内の中小企業の重要な受注機会の確保と考え選定しま

す。 

■ 公平性を保ちながら経費節減につとめます 

委託期間については、その業務内容により差はあるもの、基本的に 5年と定め、業務及び質の安定

性を確保します。委託期間内であっても、私どもの業務基準にそぐわない場合には、他の業者の参

入の機会を保持します。そのことにより業務の質の改善、内容の精査、経費の節減を高めることが

できると考えます。 
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